
年次1 年次2 年次3 年次4

PICK UP 03

PICK UP 04

PICK UP 05

PICK UP 06

PICK UP 01

PICK UP 08
PICK UP 07

PICK UP 02

PICK UP 09

微分積分学01
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報システム工学
実験Ⅰ02

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報処理Ⅰ03
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

プログラミング演習07
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報応用工学実験B08
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

卒業研究09
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ハードウェア工学Ⅱ04
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ネットワーク技術Ⅰ05
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

シミュレーション06
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

01 スマートフォン用システムデザイン 02 システム制御に向けたAI技術を開発

03 画像補正の研究 ソーシャルメディア
分析ソフトウェアの開発04 自動走行を可能にする

IoT応用05

未来のチカラ

組込みマイコン教材と公開されているオープン
ソースのソフトウェアを用いて、センサによる測
定や装置の制御方法を学びます。これらを実践
することで、ハードウェアとソフトウェアの両方の
基礎力を身につけます。

110 111

香
川
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ャ
ン
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ス

理
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電
子
情
報
工
学
科

電気電子工学概論

テーマ例

電 子 情 報 工 学 科理 工 学 部香川Campus

資格対策 2年次～4年次　　基本情報技術者試験対策講座

電子工学系
メカトロニクスA・B　計測工学
論理回路　　　　　　　電気基礎
電子回路工学

情報工学と電子工学に
必要な数学の内容の理
解を深めます。

卒業研究
数学系 確率統計学　　　　システム工学Ⅱ

工業数学A・B　　　情報理論
工業数学A・B演習

信頼性工学
計画工学
制御理論Ⅰ・Ⅱ

基礎ゼミナールB　システム工学Ⅰ
線形代数学
微分積分学

電子回路や通信技術の
基礎となる電気・磁気
分野の法則を学びます。

物理系
工業物理学A・B 電磁気学物理学A

基礎ゼミナールA

情
報
工
学
系

基
礎
系

画像情報工学ハードウェア系
ハードウェア工学Ⅱ
情報システム工学実験Ⅱ
情報応用工学実験A

システム設計　　応用情報システム工学B
情報応用工学Ⅲ　シミュレーション
マイクロコンピュータ通論

通信工学
情報伝送
光情報工学

ハードウェア工学Ⅰ
機械工学概論
情報システム工学実験Ⅰ

ネットワーク技術Ⅱソフトウェア系
応用情報システム工学A
ネットワーク技術Ⅰ
情報応用工学Ⅰ
ソフトウェア工学Ⅰ　情報処理Ⅱ

情報応用工学演習A・B　　　　プログラミング言語
情報応用工学Ⅱ　情報処理Ⅲ　　データベース概論
プログラミング演習　　
情報応用工学実験B

プログラミング通論
情報処理Ⅰ
基礎情報処理Ⅰ・Ⅱ

2年次以降の専門科目を学ぶ上で基礎となる微
分積分法について学びます。演習に力を入れる
ことで、原理から応用まで理工学に必要な数学
の力をしっかり身につけます。

パーソナルコンピュータの組立実習、物理系実
験、電気系実験を通じて、技術者に必要不可欠
な実験データの分析方法、測定器等の扱い方を
身につけます。

コンピュータの基礎知識・数値表現・構成要素な
どについて体系的に学修します。また、C言語の
文法について実習をとおして学修します。

JavaScriptとjQueryによるプログラム作成につい
て講義と実習によって理解します。

システムエンジニアの仕事を体験するため、ソフ
トウェア開発会社を想定したシステム開発のグ
ループワークを実施しています。

・ 組込みマイコンによる屋内ドローン制御
・ 画像解析を用いた海藻の重量推定システムの自動化
・ LoRa無線端末を用いたセンサネットワーク構成方法の研究
・ Instagram グラフ API を利用した自然言語処理
・ スクレイピングを利用したデータの収集
・ 対話型顔認証システム
　に関する研究
・ 電動車いすの制御
　に関する研究
・ 福祉ロボットに関する研究

Webページを作成することを前提として、HTML
とCSSについて理解を深めます。Eclipseを使用し
たHTMLとCSSの入力とWebサーバ操作につい
ても触れます。

多くの物理現象は電気回路として表現可能で
す。シミュレーターを利用して、回路の振る舞いを
観察することで有用性に関して理解を深めてい
きます。

「学びのキーワード」 スマートフォン／システムデザイン 教育情報システム研究室 「学びのキーワード」 コンピュータ応用／システム制御 システム制御工学研究室

卒業研究では、スマートフォンの普及によって身近に
なったディジタル画像の補正技術に取り組みました。
イマイチな写真をSNS映えする写真に補正することを
めざし、自動的に適正な明るさや色になるよう工夫した
ソフトウェアを作成しました。

TwitterやInstagramなどのソーシャルメディアから得ら
れるデータを人工知能技術による分析をおこなうソフ
トウェアを開発します。自然言語処理によって、つぶや
きやコメントなどから日本語のさまざまな傾向を見つけ
ようとしています。

さまざまなセンサを搭載した機器をIoT技術で結びつ
け、遠隔制御やモニタリングなどをおこなうシステム構
成を研究。例えば、屋内でドローンを自動飛行させる
搬送システムや看護師をサポートする医療センシング
ネットワークを構築します。

スマートフォンなどの携帯型情報端末の普及は生活をより豊かにします。本研究室
では、携帯型情報端末上で動くソフトウェアを、もっと高速で、より使いやすく、さらに
便利に使えるようにする設計方法について考え、それらを実装しています。

システムを安全・安心・快適にコントロールするために、人間の脳機能を模倣したAI
対応コンピューティング技術の研究をおこなっています。また、違和感のないアンドロ
イド・ロボットの顔生成などへの応用をめざして、微小駆動素子アレイ技術を用いた
３次元アバター技術の開発もおこなっています。

「学びのキーワード」 ディジタル画像／補正技術

画像・伝送システム研究室

「学びのキーワード」 人工知能／ソフトウェア開発

計算機統計学研究室

「学びのキーワード」 遠隔制御／モニタリング

組込みシステム工学研究室

鏡に生活情報を表示するスマートミラーの作成 ハザードマップを高速で表示する
スマートフォンアプリの作成

4年間の学び

PICK UP PICK UP PICK UP

PICK UP PICK UP PICK UP

PICK UP PICK UP PICK UP

T O P I C S T O P I C S

T O P I C S T O P I C S T O P I C S

研究紹介

めざせる未来・活躍できる仕事
OB・OG Voice

電子情報工学科 
2018年度卒業

石川 まりな さん 現在はICカードを読み取って勤務管理
を行うソフトウェアの開発に携わってい
ます。ソフトウェアの開発は、小さい頃か
らの夢。その夢をかなえるために、学科
での学びに加え、学外のイベントに参加
することにも力を入れました。また、他大
学でおこなわれた研究会や学会でも研
究発表をさせていただくなど数多くの経
験ができ、期限を決めて頑張ることの重
要性を認識しました。先生方が全力で
応援してくれ、一緒に歩んでくれる環境
だったからこそ、現在があると実感して
います。

先生方の応援があったから
憧れの仕事に就けましたJR四国情報システム

株式会社 開発部

進学・就職
最新情報

●ソフトウェア開発
  （人工知能（AI）・ビッグデータ処理）
●ネットワークエンジニア
●セキュリティエンジニア
●Webデザイン
●システム保守・管理

情報・通信

●電子・通信機器
●音響機器
●家庭用電化製品

メーカー
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年次1 年次2 年次3 年次4

PICK UP 03

PICK UP 04

PICK UP 05

PICK UP 06

PICK UP 01

PICK UP 08
PICK UP 07

PICK UP 02

PICK UP 09

微分積分学01
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報システム工学
実験Ⅰ02

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報処理Ⅰ03
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

プログラミング演習07
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

情報応用工学実験B08
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

卒業研究09
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ハードウェア工学Ⅱ04
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ネットワーク技術Ⅰ05
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

シミュレーション06
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

01 スマートフォン用システムデザイン 02 システム制御に向けたAI技術を開発

03 画像補正の研究 ソーシャルメディア
分析ソフトウェアの開発04 自動走行を可能にする

IoT応用05

未来のチカラ

組込みマイコン教材と公開されているオープン
ソースのソフトウェアを用いて、センサによる測
定や装置の制御方法を学びます。これらを実践
することで、ハードウェアとソフトウェアの両方の
基礎力を身につけます。
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電気電子工学概論

テーマ例

電 子 情 報 工 学 科理 工 学 部香川Campus

資格対策 2年次～4年次　　基本情報技術者試験対策講座

電子工学系
メカトロニクスA・B　計測工学
論理回路　　　　　　　電気基礎
電子回路工学

情報工学と電子工学に
必要な数学の内容の理
解を深めます。

卒業研究
数学系 確率統計学　　　　システム工学Ⅱ

工業数学A・B　　　情報理論
工業数学A・B演習

信頼性工学
計画工学
制御理論Ⅰ・Ⅱ

基礎ゼミナールB　システム工学Ⅰ
線形代数学
微分積分学

電子回路や通信技術の
基礎となる電気・磁気
分野の法則を学びます。

物理系
工業物理学A・B 電磁気学物理学A

基礎ゼミナールA

情
報
工
学
系

基
礎
系

画像情報工学ハードウェア系
ハードウェア工学Ⅱ
情報システム工学実験Ⅱ
情報応用工学実験A

システム設計　　応用情報システム工学B
情報応用工学Ⅲ　シミュレーション
マイクロコンピュータ通論

通信工学
情報伝送
光情報工学

ハードウェア工学Ⅰ
機械工学概論
情報システム工学実験Ⅰ

ネットワーク技術Ⅱソフトウェア系
応用情報システム工学A
ネットワーク技術Ⅰ
情報応用工学Ⅰ
ソフトウェア工学Ⅰ　情報処理Ⅱ

情報応用工学演習A・B　　　　プログラミング言語
情報応用工学Ⅱ　情報処理Ⅲ　　データベース概論
プログラミング演習　　
情報応用工学実験B

プログラミング通論
情報処理Ⅰ
基礎情報処理Ⅰ・Ⅱ

2年次以降の専門科目を学ぶ上で基礎となる微
分積分法について学びます。演習に力を入れる
ことで、原理から応用まで理工学に必要な数学
の力をしっかり身につけます。

パーソナルコンピュータの組立実習、物理系実
験、電気系実験を通じて、技術者に必要不可欠
な実験データの分析方法、測定器等の扱い方を
身につけます。

コンピュータの基礎知識・数値表現・構成要素な
どについて体系的に学修します。また、C言語の
文法について実習をとおして学修します。

JavaScriptとjQueryによるプログラム作成につい
て講義と実習によって理解します。

システムエンジニアの仕事を体験するため、ソフ
トウェア開発会社を想定したシステム開発のグ
ループワークを実施しています。

・ 組込みマイコンによる屋内ドローン制御
・ 画像解析を用いた海藻の重量推定システムの自動化
・ LoRa無線端末を用いたセンサネットワーク構成方法の研究
・ Instagram グラフ API を利用した自然言語処理
・ スクレイピングを利用したデータの収集
・ 対話型顔認証システム
　に関する研究
・ 電動車いすの制御
　に関する研究
・ 福祉ロボットに関する研究

Webページを作成することを前提として、HTML
とCSSについて理解を深めます。Eclipseを使用し
たHTMLとCSSの入力とWebサーバ操作につい
ても触れます。

多くの物理現象は電気回路として表現可能で
す。シミュレーターを利用して、回路の振る舞いを
観察することで有用性に関して理解を深めてい
きます。

「学びのキーワード」 スマートフォン／システムデザイン 教育情報システム研究室 「学びのキーワード」 コンピュータ応用／システム制御 システム制御工学研究室

卒業研究では、スマートフォンの普及によって身近に
なったディジタル画像の補正技術に取り組みました。
イマイチな写真をSNS映えする写真に補正することを
めざし、自動的に適正な明るさや色になるよう工夫した
ソフトウェアを作成しました。

TwitterやInstagramなどのソーシャルメディアから得ら
れるデータを人工知能技術による分析をおこなうソフ
トウェアを開発します。自然言語処理によって、つぶや
きやコメントなどから日本語のさまざまな傾向を見つけ
ようとしています。

さまざまなセンサを搭載した機器をIoT技術で結びつ
け、遠隔制御やモニタリングなどをおこなうシステム構
成を研究。例えば、屋内でドローンを自動飛行させる
搬送システムや看護師をサポートする医療センシング
ネットワークを構築します。

スマートフォンなどの携帯型情報端末の普及は生活をより豊かにします。本研究室
では、携帯型情報端末上で動くソフトウェアを、もっと高速で、より使いやすく、さらに
便利に使えるようにする設計方法について考え、それらを実装しています。

システムを安全・安心・快適にコントロールするために、人間の脳機能を模倣したAI
対応コンピューティング技術の研究をおこなっています。また、違和感のないアンドロ
イド・ロボットの顔生成などへの応用をめざして、微小駆動素子アレイ技術を用いた
３次元アバター技術の開発もおこなっています。

「学びのキーワード」 ディジタル画像／補正技術

画像・伝送システム研究室

「学びのキーワード」 人工知能／ソフトウェア開発

計算機統計学研究室

「学びのキーワード」 遠隔制御／モニタリング

組込みシステム工学研究室

鏡に生活情報を表示するスマートミラーの作成 ハザードマップを高速で表示する
スマートフォンアプリの作成

4年間の学び

PICK UP PICK UP PICK UP

PICK UP PICK UP PICK UP

PICK UP PICK UP PICK UP

T O P I C S T O P I C S

T O P I C S T O P I C S T O P I C S

研究紹介

めざせる未来・活躍できる仕事
OB・OG Voice

電子情報工学科 
2018年度卒業

石川 まりな さん 現在はICカードを読み取って勤務管理
を行うソフトウェアの開発に携わってい
ます。ソフトウェアの開発は、小さい頃か
らの夢。その夢をかなえるために、学科
での学びに加え、学外のイベントに参加
することにも力を入れました。また、他大
学でおこなわれた研究会や学会でも研
究発表をさせていただくなど数多くの経
験ができ、期限を決めて頑張ることの重
要性を認識しました。先生方が全力で
応援してくれ、一緒に歩んでくれる環境
だったからこそ、現在があると実感して
います。

先生方の応援があったから
憧れの仕事に就けましたJR四国情報システム

株式会社 開発部

進学・就職
最新情報

●ソフトウェア開発
  （人工知能（AI）・ビッグデータ処理）
●ネットワークエンジニア
●セキュリティエンジニア
●Webデザイン
●システム保守・管理

情報・通信

●電子・通信機器
●音響機器
●家庭用電化製品

メーカー
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